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(3) バイオマス系廃棄物の中温並びに高温メタン発酵処理施設における約 1 年半の実用運転データを比較し、有機物
除去、消毒効果、バイオガス発生量から高温発酵処理の方が優れていることを明らかにしている。
(4) 日本の畜産ふん尿・食品残誼・生ごみの 40%をバイオガスプラントでメタン発酵し、コージェネレーションおよ
び消化液の全量液肥利用を仮定すると、バイオマス・ニッポン総合戦略で 2010 年の新エネルギー導入の目標と
された値と同等の発電量が可能となることを示している。
以上のように、本論文は環境工学、特にバイオマス系廃棄物の有効利用・資源化技術の発展に寄与するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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